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■テレビ/ラジオの受信障害について�
本製品は、FCCの定めるクラスBのコンピュータ機器に対する許容条件につき、
所定の審査の上、FCC-15章の規定内容に適合するものとして認定されています。
FCC-15章は居住環境において防止すべき受信障害の規制基準を定めたものです
が、装置の設置状況によっては受信障害が発生する場合があります。�
ご使用のコンピュータシステムが受信障害の原因となっているかどうかは、その
システムの電源を切ることでご確認いただけます。電源を切ることにより受信障
害が解消されれば、ご利用のコンピュータ、あるいは、その周辺装置が原因であ
ると考えられます。�
ご使用のコンピュータシステムがテレビやラジオの受信状態に影響している場合、
以下の手順のいずれか、あるいはいくつかを組み合わせてお試しください。�
　●テレビまたはラジオのアンテナの向きを変え、受信障害の発生しない位置を
　　探してみてください。�
　●テレビまたはラジオから離れた場所にコンピュータを設定し直してください。�
　●テレビまたはラジオとは別の電源供給路にあるコンセントにコンピュータを
　　接続してください。�
　●状況に応じ、テレビ/ラジオの修理業者またはマウスの販売店にもご相談い
　　ただけます。�
�
■注　意�
本製品に対し許可しない変更または加工が加えられた場合、FCCの許可が無効と
なり、正規の製品としての使用は認められませんのでご注意ください。�

※この文章中に表記されるその他すべての製品名などはそれぞれのメーカーの登録商標、商標です。�

はじめに�

この度は、スクロールマウスをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。�
このスクロールマウスは、マウスのホイールボタン（スクロールボタン）を回転、ク
リックさせるだけで、Windows上で簡単にスクロールが行えるようになります。�
また、この商品は、Microsoft IntelliMouse機能も持っていますので、MS-OFFICE�
97のようにIntelliMouse機能を持っている場合であれば、幅広いナビゲーション（ス
クロール、クイックスクロール、オートスクロール、データズームなど）が行えます。�

ホイールボタン�

スクロールマウスには、下記のハードウェア、またはソフトウェア以上のものを
ご使用ください。�
●各社DOS/Vパソコン（CPUはPentium以上）�
●PS/2ポート（ミニDIN6pin）もしくはシリアルポート(D-sub9pin)を持つ機種�
●Windows 98/95以降�

■対応機種�

※一部の富士通FMVノート、IBM ThinkPadなどポインティングデバイス内蔵のノートパソコン（排他制御機能
のないタイプ）及びNEC PC98-NXデスクトップパソコンには、シリアルポート接続により対応しています。�
※赤外線・内蔵モデムを持つノートパソコンにスクロールマウスをシリアル接続される際はノートパソコンの　
COM1ポートをあける様に設定してください。詳細の設定の方法については、パソコンのマニュアルをご覧ください。�
※NEC PC98-NXデスクトップ機にスクロールマウスをシリアル接続する際には、キーボードに接続するPS/2
マウスをはずしてご使用ください。�

(スクロールボタン)

インストール�

●スクロールマウスの接続�
　1.コンピュータの電源を切ってください。�
　2.コンピュータに接続されているマウス
　　が他にもあれば、取り外してください。�
　3.コンピュータ背面のPS/2マウスポート
　　(ミニDIN6pin)もしくはシリアルポー
　　ト(D-sub9pin)にスクロールマウスを
　　接続してください。�
　4.接続の際、コネクタには上下がありま
　　すので注意してください。�
　5.電源を入れてください。�

■スクロールマウスのインストール�

PS/2マウスポート�
(ミニDIN6pin)

シリアルポート�
(D-sub9pin)

変換アダプタ�

スクロールマウス(Scroll mouse)�
取 扱 説 明 書 �

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。�

●スクロールマウス（MA-406PS）�
●ドライバソフト（3.5"）�
●変換アダプタ�
●取扱説明書�
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  ください。�

スクロールマウス�

ご使用前にこのマニュアルをよくお読み下さい。また、�
お手元に置き、いつでも確認できる様にしておいて下さい。�

MA-406PS



■各部の名称�

スクロールマウスの使用方法�

ホイールボタン�

(スクロールボタン)

このスクロールマウスにはホイールコントロール（ホイールそのものが回転し、ス
クロールなどの操作が行えます。またボタン機能としての設定に変更することも可
能です。）機能が付いており、マウスから直接スクロールすることができますので、
Windows上でよりマウス操作が楽に行えるようになります。（スクロール、オート
スクロール、クイックスクロール）�
この商品は、Microsoft IntelliMouse機能も持っていますので、MS-OFFICE 97
のようにIntelliMouse機能を持っている場合であれば、幅広いナビゲーション（ス
クロール、クイックスクロール、オートスクロール、ズーム、データズームなど）が行
えます。�

第2ボタン�

第1ボタン�

スクロールマウスの使用方法�

第1ボタンは通常クリック、ダブルクリックに使われます。これは、一般のマウスでは
左ボタンになっています。また、第2ボタンはWindows 95でのアプリケーションご
とに設定されているマウスの働きも行いますし、またポップアップメニューの表示も
することができます。これは、一般のマウスでは右ボタンになっています。�
左利きの方などは「マウスのプロパティ」の中の「ボタンの選択(B)」で、お好みに合
わせて変更可能です。�

■第1ボタン・第2ボタン�

この機能で、ホイールボタンを「Windows 95キーボードファンクション」として割
り当てることができます。ここで、選択できる機能は「Close」「Double Click」「Maximize 
Windows」「Minimize Windows」「Restore Windows」などです。例えば、ホ
イールボタンをボタン機能として割り当て、さらにそれをダブルクリック機能に設定
することができるのです。�
�

■ホイール(Wheel)ボタン�

スクロールとはウィンドウ内を上下、左右へと移動させることをいい、通常水平スク
ロールバーと、垂直スクロールバーをクリックすることでスクロールが可能になり
ます。スクロールマウスではホイールを回転させることでスクロールができます。�
カーソルをスクロールバー内の位置に持っていき、ホイールを回転させて下さい。
この時のスクロールの方向が水平方向であるか垂直方向であるかは、スクロールバ
ー上にあるカーソルの位置によってマウスが自動的に判断してくれます。初期設定
では、ホイールをモニタ方向に回転させると、上または右方向（スクロールバー上の
カーソルの位置による）にスクロールされます。手前方向に回転させると、下または
左方向にスクロールされます。この方向の変更は、「ホイールタブ(Wheel)」の中の    �
 Settings で「Reverse Scrolling Direvtion」をクリックすると可能です。�

■スクロール�

ホイールボタン(スクロールボタン)上方向�
(又は右方向)

下方向�
(又は左方向)

インストール�

■スクロールマウスのソフトウェアインストール�

1. Windows 98/95を立ち上げ、付属のドライバソフトをフロッピードライブに
挿入してください。�

�
2.「スタート」ボタンを選択し、「ファイル名を指定して実行(R)」を選択してくだ
さい。�

　4.Sanwa Scroll Mouseインストールドライバが実行され、�
　　「ようこそ」画面　　次へ（N）�

　5.「ハードウェアインターフェースの選択」�

PS/2（P）�
シリアル（RS-232）（S）�

　6.「インストール開始」　　次へ（N）�

　7.「セットアップ完了」　　完了�

　3. 名前(O)   A: ¥ setup.exe　　　を入力し　　OKを選択してください。�

コンピュータを今すぐ再起動します。�
コンピュータを後で再起動します。�

を選択　　次へ（N）�



裏面7ページに�

スクロールボタンの使用方法�

クイックスクロールは初期設定で既に設定されています。この機能で、ページごと
または1行ごとのスクロールが簡単に行えます。ホイールボタンを押したまま、マウ
スをずらすとスクロールできます。スクロールアクシス設定用のコントロールテー
ブルもあります。�
また、必要に応じて「Initial」「Predominant」の2種類の設定ができます。スクロ
ールアクシスが「Initial」設定されている場合、水平方向にも垂直方向にもスクロ
ールすることができ、「Predominant」に設定されている場合は、垂直方向にしか
スクロールすることができません。�

■クイックスクロール (Quick Scroll)

これは、初めに少しスクロールするだけで、後は自動的にスクロールを続けてくれ
るという機能です。例えば、ホイールボタンを押したまま、マウスを手前に動かして
少しスクロールするとそのままずっとスクロールします。このスクロールを止める
には、ホイールボタンをもう一度押して下さい。�
また、オートスクロールのスクロールのスピードを「ホイールタブ（Wheel）」で設
定することができます。「ホイールタブ（Wheel）」中のスクロールバーを右方向に
ドラッグするとスピードが上がり、左方向にドラッグするとスピードは下がります。�
さらに、マウスの動きによってスピードをコントロールすることもできます。マウス
を速く動かせばスピードも上がり、ゆっくり動かせばスピードは下がります。�

■オートスクロール (Auto Scroll)

ズームはMicrosoft IntelliMouseの通常機能ですので、MS-OFFICE 97用のア
プリケーションに対応しています。「ズーム」とはウィンドウ内の倍率を変えること
です。「Zoom in」で倍率が上がります。「Zoom out」で倍率が下がります。また、
コントロールキーを押しながらホイールを回転させると、ズームが簡単に行えます。�
●「Ctrl」キーを押しながらホイールをモニター方向に回転させると、倍率が上がります。�
●「Ctrl」キーを押しながらホイールを手前方向に回転させると、倍率が下がります。�

■ズーム�

データについてのズームもMicrosoft IntelliMouseの通常機能ですので、MS-
OFFICE 97用のアプリケーションに対応しています。�
この機能で、ウィンドウ内のズームの調整ができます。「Shift」キーを押しながらホ
イールボタンを回転させると、データのズームができます。�
また、アプリケーションによってはデータのズーム機能は多少異なります。例えば、
Internet Explorerではハイパーリンクによるジャンプや元の画面に戻ることがで
きたり、Microsoft Wordではヘッダーやテキストのアウトラインを拡大、縮小する
ことができたりします。�

■データのズーム�

各機能の設定�

●スクロールスピード (Scrolling Speed)�
　これでホイールのスクロールスピードの調節ができます。1行1行の設定、ま
　たはページごとの設定ができます。スクロールユニットを選択すれば、行数の
　設定もできます。�

●スクロールアクシス (Scrolling Axis)�
　「水平方向」、「垂直方向」、「またはカーソルから近い場所にあるスクロールバ
　ー（水平方向、垂直方向の両方のスクロールバーがある場合）」のどれかを選択
　できます。「Horizantal Preferred」を選択すると水平方向に（「Shift」を押し
　た状態では垂直方向、または垂直方向のスクロールバーの上にカーソルを置き
　ホイールを回転させる）スクロールします。「Nearest Scrollbar」オプションを
　選択すると、ドライバが自動的に近くにあるスクロールバーの方向へスクロール
　をします。�

●逆方向スクロール (Reverse Scrolling Derection)�
　この設定パネルの「Reverse Scrolling Direction」ボックスをクリックす
　ると、スクロールの方向を逆にすることができます。�

「スクロールマウス」には「generic scrolling wizard」と「Microsoft Intelli�
Mouse standard support」があります。「generic scrolling wizard」はスク
ロールマウス特有の設定で、スクロールスピード、スクロールアクシス、逆方向のス
クロールの設定を設定ボックスで変えることができます。また、「Microsoft Intelli�
Mouse standard support」を選択すると「Microsoft IntelliMouse」と同様
の機能になります。�
初期設定では両方に対応しています。�
スクロール設定の詳しい内容に関しては、次の説明をお読み下さい。�

■ホイール機能の設定�

スクロールスピードの設定�
　○一回にスクロールする行数�
　○ページごとのスクロール�

逆方向スクロール�

スクロールアクシスの設定�
　○水平方向�
　　(Shiftを押した状態では垂直方向)�
　○垂直方向�
　　(Shiftを押した状態では水平方向)�
　○カーソルから近い場所にある�
　　スクロールバーの方向へスクロール�

「スクロールマウス」は、お好みに合わせて設定し直すことができます。�
まず、「スクロールマウスドライバ」をインストールするとマウスプロパティに「ホイ
ールタブ」が追加されます。このホイールタブで「スクロールマウスホイール」と
「ホイールボタン」の設定ができます。�

■スクロールマウスの設定�

各機能の設定�

ホイール機能の設定� スクロール設定�
パネルの選択ボタン�

オートスクロール�
スピードの設定�

ホイールボタン機能�
の設定�

クイックスクロールの�
スクロールアクシス�

の設定�

Windows 98には�
「情報」はありません。�



各機能の設定�

�

ボタンボックスでホイールボタンを「クイックスクロール」と「オートスクロー
ル」のスタートキーとして設定することもでき、またホイールボタンを「ボタン」
として機能させる設定もできます。例えば、クイックスクロールと、オートスク
ロールに設定されている場合、ホイールボタンを押したままマウスをモニタ方向
に動かすと、マウスの動く速さによってスクロールのスピードが変わります。ホ
イールボタンを放すとスクロールが止まります。�
ボタンとして機能させた場合は、そのボタンの機能を「リストボックス」の中か
ら選択してください。�

このボックスでスクロールアクシスを「Initial」または「Predominant」に設定し
ます。「Initial」の場合は、初めにスクロールした方向で続けてスクロールします。�
「Predominant」の場合は、マウスの動かす方向を変えるとスクロール方向も
変わります。�

■クイックスクロール設定 (Quick Scroll)

オートスクロールボックスで、オートスクロールのスピードの設定ができます。
スクロールバーを右方向にドラッグするとスピードが上がり、左方向にドラッグ
するとスピードは下がります。�

■オートスクロール設定 (Auto Scroll)

■ボタンの設定�

最新の情報はインターネットで！� http : //www.sanwa.co.jp
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06-6395-5310  FAX.06-6395-5315

札幌営業所/〒060-0807 札幌市北区北7条西5丁目ストークマンション札幌�
仙台営業所/〒983-0851 仙台市宮城野区榴岡1 -6 -37宝栄仙台ビル�
名古屋営業所/〒453-0015 名古屋市中村区椿町16-7カジヤマビル1F�
大阪営業所/〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-45新大阪八千代ビル�
福岡営業所/〒812-0012 福岡市博多区博多駅中央街8-20第2博多相互ビル�
�
�

076-222-8384

〒700-0825  岡 山 市 田 町 1 - 1 0 - 1 086-223-3311  FAX.086-223-5123
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※文章中のメーカー名及び商品名は各社の商標または登録商標です。�


